
■天候

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計 安 失

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 2

0 0 0 0 0 4 1 0 × 5 8 1

打 得 安 点 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 中 2 0 0 0 二飛 捕犠 二飛 死球

2 一 左 4 0 2 0 三邪 投安 一安 投失

3 投 一 4 0 2 0 中２ 三安 三ゴ 投ゴ

4 遊 4 0 0 0 遊飛 投飛 投飛 三飛

5 三 3 0 1 0 投安 三振 二ゴ 死球

6 捕 2 0 0 0 死球 四球 三振 左飛

7 二 3 0 0 0 二直 三ゴ 三振

8 右 3 0 1 0 右安 三振 左飛

9 左 2 0 0 0 捕飛 右飛

9 投 1 0 0 0 三ゴ

28 0 6 0
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打 得 安 点 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 遊 3 1 1 0 三ゴ 中飛 投犠 左２

2 一 3 1 2 1 二ゴ 一安 死球左安

3 二 4 1 0 0 三振 一ゴ 投ゴ 投ゴ

4 捕 4 1 2 1 遊ゴ 左安 遊安 遊ゴ

5 投 4 1 1 0 一邪 三邪 中安 遊飛

6 三 3 0 1 2 三邪 一ゴ 左安

7 左 2 0 0 0 三振 四球一ゴ

8 右 3 0 0 0 三邪 三振 二ゴ

9 中 3 0 1 0 中飛 中安右飛

29 5 8 4
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備考

■バッテリー

打者

3

安打

準決勝第１試合は午前中、ともに神宮球場で行われた準々決勝において師友塾高校との投手戦を制した西宮香風高校と貞山高校に完勝した静岡中央高校の
顔合わせとなった。西宮香風は佐藤勇、静岡中央は川島、ともに今大会初戦で好救援した投手にマウンドを託す。１回表、西宮香風は３番佐藤勇の二塁打で二
死二塁の好機を作るも先取点を奪えない。２回、３回にも続けて得点圏に走者を進めるも静岡中央川島の巧みな牽制に掛かり好機を潰す。４回には無死二･三
塁、二死満塁と攻め立てるもあと１本が出ず本塁が遠く得点を上げられない。均衡が破られたのは６回裏、ここまで打っては４回の２安打のみに封じられ守って
は再三得点圏に走者を置きながら踏みとどまっていた静岡中央がついに流れを掴む。安打と死球に暴投が絡み二死二･三塁から相手の牽制悪送球により１点
を先制する。さらに４番杉浦、５番川島、６番井上の三者連続安打でこの回一挙４点を上げる。続く７回にはこの回から登板した西宮香風の主戦川邊から１番望
月、２番多々良が連打を放ち１点を追加し試合を決めた。静岡中央先発川島は尻上りに調子を上げ西宮香風の強力打線を５安打完封。数少ない好機を生かし
た静岡中央が５－０で勝利し１１年ぶりに決勝に駒を進めた。一方、惜しくも三位となった西宮香風であったがこの試合では再三に渡る走塁ミスで好機を潰した
のが痛かった。しかしながら主戦川邊を中心とした好守のまとまりは全国三位の名にふさわしいものであったことはいうまでもないだろう。

河邊 勇太

備考

安打

上田 春樹

静岡中央

佐藤 勇樹

ポジション 氏名

土井 一生

中山 裕士

合計

寺崎 裕文

佐藤 魁斗

出上 毅

藤原 大貴

望月 直哉

西宮香風

西宮香風

代表地区

第3試合 準決勝 ■備考

兵庫

山静・静岡

■日時 平成24年8月22日(水)

■球場

出場校名

駒沢公園硬式野球場

球審：田中 塁審：伊藤 宗像 宇田川■審判

兵庫県立西宮香風高校 対 静岡県立静岡中央高校

■試合時間 1時間46分

■投手成績

氏名 三振

7

25

回数

晴れ

0

佐藤 勇樹

■投手成績

自責氏名 回数 打者投手 捕手

ポジション 氏名

■バッテリー

井上 亮

河邊 勇太

捕手

出上 毅

投手

佐藤 勇樹

繁田 紘輝

杉浦 大地

川島 敏樹

金澤 勇士

静岡中央

多々良 光沙希

4

三振

2 0

4

四球

10

川島 敏樹

河邊 勇太

33 6

四球 自責

2 4

■戦評

川島 敏樹

望月 優真

合計

残塁：6 併殺：0

残塁：3 併殺：0

近藤 一輝

日高 健太
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